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(57)【要約】
【課題】壁の位置調整を簡単に行うことができ、調整可
能量が大きく、溶接が不要で取付に要する手間も軽減さ
れる柱と胴縁との取付構造を提供すること。
【解決手段】壁パネルを固定する胴縁２が固定具３を介
して柱１に取り付けられ、固定具３は、室内外方向に延
びる横軸部４と、横軸部４から高さ方向に延びる縦軸部
５とを備え、横軸部４が柱１に取り付けられ、縦軸部５
に胴縁２が取り付けられ、横軸部４に、柱１から縦軸部
５までの距離を調整可能な奥行き位置調整部が設けられ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁パネルが固定される胴縁を、固定具を介して柱に取り付ける柱と胴縁との取付構造で
あって、
　前記固定具は、前記柱に取付けられるとともに室内外方向に延びる横軸部と、前記胴縁
が取付けられるとともに前記横軸部から高さ方向に延びる縦軸部とを備え、
　前記横軸部に、前記柱から前記縦軸部までの距離を調整可能な奥行き位置調整部が設け
られていることを特徴とする柱と胴縁との取付構造。
【請求項２】
　前記奥行き位置調整部は、互いに螺合される雌雄のネジを備えており、該雌雄のネジを
螺合させることにより、前記横軸部が前記柱に取り付けられていることを特徴とする請求
項１に記載の柱と胴縁との取付構造。
【請求項３】
　前記横軸部は中間部で第一横軸部と第二横軸部とに分割され、前記奥行き位置調整部は
、前記第一横軸部と前記第二横軸部とに形成されたネジ部と、これらネジ部に螺合される
接続ネジとから成ることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の柱と胴縁との取付構
造。
【請求項４】
　前記縦軸部に、前記横軸部から前記胴縁までの距離を調整可能な上下位置調整部が設け
られたことを特徴とする請求項１乃至請求項３のうちいずれか１項に記載の柱と胴縁との
取付構造。
【請求項５】
　前記上下位置調整部は、互いに螺合される雌雄のネジを備えており、該雌雄のネジを螺
合させることにより、前記縦軸部に前記胴縁が取り付けられていることを特徴とする請求
項４に記載の柱と胴縁との取付構造。
【請求項６】
　前記縦軸部は中間部で第一縦軸部と第二縦軸部とに分割され、前記上下位置調整部は、
前記第一縦軸部と前記第二縦軸部とに形成されたネジ部と、これらネジ部に螺合される接
続ネジとから成ることを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の柱と胴縁との取付構造
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、柱と胴縁との取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物においては、鉄骨製の柱、例えば間柱の外側に、軽量コンクリート等を素材とする
外壁パネルを張った構造とすることが一般的に行われている。
　従来、柱に外壁パネルを取り付けるには、柱（縦下地材）に胴縁（横下地材）を取り付
け、胴縁の外面に外壁パネルをビス等で固定する（特許文献１）。
　また、柱にアングル材等のピースを溶接し、ピースに胴縁をボルトで取り付け、胴縁の
外面に外壁パネルをビス等で固定することもある。
【０００３】
　ところで、柱のゆがみや施工誤差などによって、外壁パネルの外面が左右並び方向や上
下並び方向に一直線に通らない状態になると、建物の見栄えが悪くなる。このような状態
を避けるためには、外壁パネルが左右並び方向や上下並び方向に一直線に連続するよう調
整する必要があるが、柱に胴縁を取り付けるようなものでは調整をすることができない。
　また、ピースを溶接するようなものでは、柱とピースとの固定は溶接であるので、位置
の調整が可能な部分は、ピースと胴縁とのボルト接合部分のみを調整することになる。と
ころが、ボルト孔のクリアランスは、強度が低くなりすぎないよう、法律によって孔径＋
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１ｍｍ以下と規定されているため、調整量には限界がある。また、調整作業にも時間と手
間がかかっていた。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２４７３３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、壁パネルの位置調整ができ、しかも簡単に行うこと
ができ、さらに調整可能量が大きく、溶接が不要で取り付け作業に要する手間も軽減され
る柱と胴縁との取付構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願請求項１に係る発明は、壁パネルが固定される胴縁を、固定具を介して柱に取り付
ける柱と胴縁との取付構造であって、前記固定具は、前記柱に取付けられるとともに室内
外方向に延びる横軸部と、前記胴縁が取付けられるとともに前記横軸部から高さ方向に延
びる縦軸部とを備え、前記横軸部に、前記柱から前記縦軸部までの距離を調整可能な奥行
き位置調整部が設けられていることを特徴とする柱と胴縁との取付構造である。
【０００７】
　本願請求項２に係る発明は、前記奥行き位置調整部は、互いに螺合される雌雄のネジを
備えており、該雌雄のネジを螺合させることにより、前記横軸部が前記柱に取り付けられ
ていることを特徴とする請求項１に記載の柱と胴縁との取付構造である。
【０００８】
　本願請求項３に係る発明は、前記横軸部は中間部で第一横軸部と第二横軸部とに分割さ
れ、前記奥行き位置調整部は、前記第一横軸部と前記第二横軸部とに形成されたネジ部と
、これらネジ部に螺合される接続ネジとから成ることを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の柱と胴縁との取付構造である。
【０００９】
　本願請求項４に係る発明は、前記縦軸部に、前記横軸部から前記胴縁までの距離を調整
可能な上下位置調整部が設けられたことを特徴とする請求項１乃至請求項３のうちいずれ
か１項に記載の柱と胴縁との取付構造である。
【００１０】
　本願請求項５に係る発明は、前記上下位置調整部は、互いに螺合される雌雄のネジを備
えており、該雌雄のネジを螺合させることにより、前記縦軸部に前記胴縁が取り付けられ
ていることを特徴とする請求項４に記載の柱と胴縁との取付構造である。
【００１１】
　本願請求項６に係る発明は、前記縦軸部は中間部で第一縦軸部と第二縦軸部とに分割さ
れ、前記上下位置調整部は、前記第一縦軸部と前記第二縦軸部とに形成されたネジ部と、
これらネジ部に螺合される接続ネジとから成ることを特徴とする請求項４又は請求項５に
記載の柱と胴縁との取付構造である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、奥行き位置調整部を操作して、柱から胴縁が取り付けられた縦軸部ま
での距離を調整できるので、胴縁の室内外方向の位置が調整でき、胴縁に取り付けられる
壁パネルの室内外方向の位置や左右並び方向、上下並び方向の通りを簡単に調整すること
ができる。また、ボルト孔を設けるより位置の調整量を大きくすることができる。
　また、胴縁を柱へ取り付けるのに溶接を用いないので、取り付け作業に要する手間と時
間を削減することが可能で、施工コストを抑えることができる。
【００１３】
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　加えて、横軸部から胴縁までの距離を調整可能な上下位置調整部を設ければ、胴縁の上
下位置を調整でき、胴縁に取り付けられる壁パネルの上下方向の位置や水平度を簡単に調
整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図２】本発明の第２の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図３】本発明の第３の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図４】本発明の第４の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図５】本発明の第５の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図６】本発明の第６の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図７】本発明の第７の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図８】本発明の第８の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【図９】本発明の第９の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態につき図面を参照する等して説明する。なお、本発明は、実
施形態に限定されないことはいうまでもない。
【００１６】
　〔第１の実施形態〕
　以下、本発明の第１の実施形態を図１と共に説明する。
　図１は、第１の実施形態を示す柱と胴縁との取付構造の側面図である。
【００１７】
　柱１に胴縁２が固定具３を介して取り付けられている。柱１は、Ｈ型鋼材の鉄骨であり
、胴縁２はチャンネル材である。図では、柱１は室外側のフランジ部だけが示されている
。柱１の室外側のフランジ部に後述する固定具３の横軸部４が取付けられ、胴縁２の下辺
に後述する固定具３の縦軸部５が取付けられている。柱１の室外側のフランジ部及び胴縁
２の下辺には、それぞれ固定具３を取り付けるための固定用孔が形成されている。
　また、胴縁２の室外側には、図示しない壁パネルがビス等により固定されている。
【００１８】
　固定具３は、湾曲させて形成された丸鋼棒で、室内外方向に延びる横軸部４と、横軸部
４から高さ方向に延びる縦軸部５とを備え、全体として角部が湾曲したＬ字状をなしてい
る。
　また、横軸部４の先端部側（固定具３の室内側の端部側）を切り出して雄ネジ６が形成
されており、上方へ延びる縦軸部５の先端部側（固定具３の室外側の端部側）を切り出し
て雄ネジ７が形成されている。
【００１９】
　横軸部４の雄ネジ６に外側ナット８（雌ネジ）を螺合するとともに外側座金９を嵌合し
ておき、雄ネジ６の外側座金９よりも先端部側の部分を柱１の室外側のフランジの固定用
孔に室外側から差込み、柱１の室外側のフランジよりも室内側において、雄ネジ６に内側
座金９’を介して内側ナット８’を螺合させることで、固定具３は、柱１に固定される。
　そして、横軸部４の雄ネジ６と、外側ナット８及び内側ナット８’とは奥行き位置調整
部を構成し、この奥行き位置調整部を介して横軸部４が柱１に取り付けられるとともに、
外側ナット８及び内側ナット８’を回動させて固定具３を室内外方向に移動させることが
可能となり、柱１から固定具３の縦軸部５までの距離を調整することができる。
【００２０】
　縦軸部５の雄ネジ７に下側ナット１０（雌ネジ）を螺合するとともに下側座金１１を嵌
合しておき、雄ネジ７に胴縁２の下辺の固定用孔を貫通させて胴縁２を上方から嵌めこん
で、下側ナット１０及び下側座金１１によって胴縁２を下から支持し、胴縁２の上方にお
いて、雄ネジ７に上側座金１１’を介して上側ナット１０’を螺合させることで、胴縁２
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は固定具３に固定される。
　そして、縦軸部５の雄ネジ７と、下側ナット１０及び上側ナット１０’とは上下位置調
整部を構成し、この上下位置調整部を介して縦軸部５に胴縁２が取り付けられるとともに
、下側ナット１０及び上側ナット１０’を回動させて胴縁２を上下方向（高さ方向）に移
動させることが可能となり、固定具３の横軸部４から胴縁２までの距離を調整することが
できる。
　なお、バネ座金等の戻り止め具を用いて、ナット８，８’およびナット１０，１０’が
意図せずに移動するのを規制しても良い。
【００２１】
　この実施形態によれば、固定具３の横軸部４の雄ネジ６に螺合した外側ナット８及び内
側ナット８’を回動させて雄ネジ６の軸方向に移動させることにより、柱１に対して胴縁
２を室内外方向に位置調整することができ、胴縁２に取り付けられる壁パネルの室内外方
向の位置や左右並び方向、上下並び方向の通りを簡単に調整することができる。また、ボ
ルト孔を設けるものと異なり、位置の調整量を大きくすることができる。
【００２２】
　また、固定具３の縦軸部５の雄ネジ７に螺合した下側ナット１０及び上側ナット１０’
を回動させて雄ネジ７の軸方向に移動させることにより、柱１に対して胴縁２を上下方向
（高さ方向）に位置調整することができ、胴縁に取り付けられる壁パネルの上下方向の位
置や水平度を簡単に調整することができる。また、ボルト孔を設けるものと異なり、位置
の調整量を大きくすることができる。
【００２３】
　〔第２の実施形態〕
　以下、第２の実施形態について図２と共に説明する。なお、第１の実施形態と同様の部
分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第２の実施形態では、固定具３は、丸鋼棒あるいは角鋼棒より成り、角部が直角に折れ
曲がったＬ字状に形成される点が異なる。
【００２４】
　〔第３の実施形態〕
　以下、第３の実施形態について図３と共に説明する。なお、第１及び第２の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第３の実施形態では、第１の実施形態における縦軸部５の雄ネジ７をこれより下の本体
部分よりも細くし、縦軸部５の雄ネジ７と雄ネジ７以外の部分との境界に胴縁２の下辺の
固定用孔より大きな外径を備えた段部１２が形成されている。
【００２５】
　縦軸部５の雄ネジ７を胴縁２の下辺の固定用孔に挿入し、上方から胴縁を落としこむと
、胴縁２は段部１２に当たって支持される。そして、胴縁２の上方において、雄ネジ７に
上側座金１１’を介して上側ナット１０’を螺合させることで、胴縁２は固定具３に固定
されている。
【００２６】
　第３の実施形態によれば、胴縁２の上下位置を調整することはできないが、胴縁２を下
から支持する下側ナット１０及び下側座金１１を省略することができる。
　また、柱１と固定具３との取り付け部分に加わる応力に比べて、固定具３と胴縁２との
取り付け部分に加わる応力は小さいので、横軸部４の雄ネジ６より縦軸部５の雄ネジ７を
細くしても問題はない。
【００２７】
　〔第４の実施形態〕
　以下、第４の実施形態について図４と共に説明する。なお、第１乃至第３の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第４の実施形態は、第３の実施形態とほぼ同様の構造を有するが、胴縁２の下方におい
て、縦軸部５の雄ネジ７に下側ナット１０を螺合するとともに下側座金１１を嵌合してあ
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る点で相違している。下側ナット１０は、縦軸部５の段部１２に当接して位置決めされて
いる。
【００２８】
　第４の実施形態によれば、胴縁２を下から支持する下側ナット１０の基準高さを簡単に
決めることができる。そして、基準高さを決めて下側ナット１０を設置したのち、下側ナ
ット１０及び上側ナット１０’の位置を微調整して胴縁２の上下位置を調整することがで
きる。
【００２９】
　〔第５の実施形態〕
　以下、第５の実施形態について図５と共に説明する。なお、第１乃至第４の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第５の実施形態では、固定具３は角部が直角に屈曲されたＬ字状であり、固定具３の横
軸部４は雄ネジ６より室外側の中間部で第一横軸部４１と第二横軸部４２とに分割されて
いる。
【００３０】
　横軸部４の第一横軸部４１及び第二横軸部４２の分割側の端部には、互いに逆向きの雄
ネジよりなるネジ部１３，１３’が形成され、ネジ部１３，１３’には両端が開口した筒
状の雌ネジよりなる接続ネジ１４が螺合されている。したがって、接続ネジ１４を回動さ
せると、第一横軸部４１と第二横軸部４２とは接離する。
　ネジ部１３，１３’と接続ネジ１４とは奥行き位置調整部を構成し、接続ネジ１４を回
動操作することにより横軸部４の長さを変えて、柱１から縦軸部５までの距離を調整する
ことができる。
【００３１】
　このように、第５の実施形態によれば、接続ネジ１４を回動させるだけで、簡単に柱１
から胴縁２が取り付けられた縦軸部５までの距離、すなわち、柱１から壁パネルまでの距
離を調整することができ、調整可能量も大きい。また、横軸部４と柱１との取り付け部分
の構造は第１の実施形態と同様なので、この部分でも位置調整を行うことができる。
【００３２】
　〔第６の実施形態〕
　以下、第６の実施形態について図６と共に説明する。なお、第１乃至第５の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第６の実施形態は、第５の実施形態とほぼ同様の構造を有するが、横軸部４の先端部側
（固定具３の室内側の端部側）を柱１に溶接してある点で相違している。
【００３３】
　すなわち、横軸部４の中間部に設けた奥行き位置調整部によって柱１から縦軸部５まで
の距離を調整し、横軸部４と柱１との取り付け部分についての位置調整機能を省略してい
る。
【００３４】
　〔第７の実施形態〕
　以下、第７の実施形態について図７と共に説明する。なお、第１乃至第６の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第７の実施形態は、第５の実施形態とほぼ同様の構造を有するが、固定具３の横軸部４
（第一横軸部４１及び第二横軸部４２）は、雄ネジ６の部分を除いて、柱１に形成された
固定用孔の径よりも太く形成される。また、第二横軸部４２の雄ネジ６をこれより室外側
の部分よりも細くし、第二横軸部４２の雄ネジ６以外の部分と雄ネジ６との境界に段部１
５が形成されている。
【００３５】
　固定具３を柱１に取り付けるには、第二横軸部４２の雄ネジ６を柱１の室外側のフラン
ジの固定用孔に室外側から差し込んで、段部１５を柱１の外面に突き当て、柱１の室内側
から雄ネジ６に内側座金９’を介して内側ナット８’を締めこむ。
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　柱１から縦軸部５までの距離の調整は、横軸部４の中間部に設けた奥行き位置調整部で
行う。
【００３６】
　〔第８の実施形態〕
　以下、第８の実施形態について図８と共に説明する。なお、第１乃至第７の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第８の実施形態は第５の実施形態とほぼ同様の構造を有するが、第５の実施形態と異な
るのは、第二横軸部４２が頭付きボルト１６より成る点である。第一横軸部４１の室内側
の端部のネジ部１３は、頭付きボルト１６のネジ部１３’と逆向きに形成されている。
【００３７】
　固定具３を柱１に取り付けるには、まず、頭付きボルト１６（第二横軸部４２）を柱１
の固定用孔に室内側から内側座金９’を介して差し込み、頭付きボルト１６のネジ部１３
’に外側座金９を介して外側ナット８を締めこむ。
　ついで、頭付きボルト１６のネジ部１３’と、第一横軸部４１のネジ部１３とを接続ネ
ジ１４で接続する。
　第８の実施形態によれば、横軸部４の先端部側（固定具３の室内側の端部側）にナット
（第５の実施形態における内側ナット’）を締めこむ作業を省略できる。
【００３８】
　〔第９の実施形態〕
　以下、第９の実施形態について図９と共に説明する。なお、第１乃至第８の実施形態と
同様の部分については説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
　第９の実施形態では、縦軸部５の先端に雌ネジ１７が形成され、縦軸部５の太さは胴縁
２の下辺の固定用孔より太くなっている。そして、雌ネジ１７に頭付きボルト１８が螺合
される。
【００３９】
　固定具３に胴縁２を取り付けるには、縦軸部５の上端面に胴縁２を仮置きして、縦軸部
５の雌ネジ１７と胴縁２の下辺の固定用孔とを合わせ、胴縁２の上方から雌ネジ１７に上
側座金１１’を介して頭付きボルト１８をねじ込む。
　第９の実施形態によれば、細い雄ネジに上側ナットを締めこむものに比べて、ネジが損
傷を受けにくい。
【００４０】
　〔その他の変形例〕
　本発明は上記の実施の形態に限定されるものではない。例えば以下のようなものも含ま
れる。
【００４１】
　本実施形態では、壁パネルとして外壁を想定したもので説明したが、これに限られず、
内壁に用いる壁パネルに適用しても良い。
【００４２】
　本実施形態では、固定具の縦軸部は横軸部から上方に位置させ、縦軸部の上部に胴縁を
設けるものであったが、これに限られず、縦軸部を横軸部から下方に位置させ、縦軸部の
下部に胴縁を設けるようにしても良い。
【００４３】
　第５～第８の実施形態では、横軸部を中間部で分割し、この分割部分に奥行き位置調整
部を設けてあるが、縦軸部を中間部で第一縦軸部と第二縦軸部とに分割し、第一縦軸部と
第二縦軸部の対応する端部に形成されたネジ部と、これらネジ部に螺合される接続ネジと
で上下位置調整部を構成しても良い。
【００４４】
　第５～第８の実施形態では、横軸部の分割端部に雄ネジ状のネジ部を設け、これらネジ
部を雌ネジ状の接続ネジで接続してあるが、分割端部に雌ネジ状のネジ部を形成し、ネジ
部どうしを雄ネジ状の接続ネジで接続するようにしても良い。
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【００４５】
　いずれの実施形態における各技術的事項を他の実施形態に適用して実施例としても良い
。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　　　　　柱
　２　　　　　　胴縁
　３　　　　　　固定具
　４　　　　　　横軸部
　４１　　　　　第一横軸部
　４２　　　　　第二横軸部
　５　　　　　　縦軸部
　６，７　　　　雄ネジ
　８　　　　　　外側ナット
　８’　　　　　内側ナット
　９　　　　　　外側座金
　９’　　　　　内側座金
　１０　　　　　下側ナット
　１０’　　　　上側ナット
　１１　　　　　下側座金
　１１’　　　　上側座金
　１２　　　　　段部
　１３，１３’　ネジ部
　１４　　　　　接続ネジ
　１５　　　　　段部
　１６　　　　　頭付きボルト
　１７　　　　　雌ネジ
　１８　　　　　頭付きボルト
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